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資料作成のSTANCE

【日本の近代化を進めた渋沢栄一から始める
幕末～明治～の歴史再勉強】
(PPT説明は下記に絞ります。詳細は資料参照）

土佐の風土・歴史と山内家の土佐藩経営

世界（米国）から日本（高知）を視た
ジョン万次郎（中村一条氏の幡多地方）

武力から言論へ：乾から板垣退助へ

政治指導者の幕末と明治：後藤象二郎

高知から日本へそして世界へ：岩崎弥太郎



１）地形と風土

土佐湾と海の幸

• 珊瑚・鰹・鯨

• 南国平野の二期作
ごめん（御免＝免税策）

• １８７０年：４９万石

降雨量・日照時間と森林率

• 木材（城郭・造船・土木）
土佐からの供出木材記録

• 和紙（藩札にも透かし）

• 3大備長炭（日向土佐紀州)

• 廃城令無視

築城時の天守閣と大手門
が残る唯一のお城



１）防災産業と知られざる長寿県

防災産業（南海トラフ）

• 寺田虎彦（５７歳）

「天災は忘れた頃にやっ
てくる」
「正しく恐れよ」

長寿（百歳以上人口当たり
日本一）

• 幕末～明治長寿土佐偉人
９５歳：田中光顕伯爵
８３歳：板垣退助伯爵
７９歳：佐々木高行伯爵

【６１歳：浜口雄幸】

• ５９歳：後藤象二郎
【３２歳：坂本直陰】

• ９４歳：牧野富太郎
９４歳：柳瀬たかし

• ８９歳：吉田茂



１）豊かで独特な食文化

全国化／既に有名

 かつおたたき（明神丸）
「にんにくスライス」

 ゆず（馬路村＋北川村）
徳島の「すだち」に対抗

 土佐酢・筍の土佐煮

 うざく（鰻）

 いもケンピ

ユニーク／隠れた食材・名店

ヤマモモ・あかうし
 うなぎのかいだや（松山選手）

 生姜・あおさ



２）飛鳥の土佐街道

租庸調の誤認識

• 租庸調や徭役は
労務契約だった？

労働者重視

雨天は休み

1日コメ2升＋α

銅貨1枚支給した

今も残る奈良の土佐街道



２）724年に配流地を制定

724年（聖武天皇神亀元年）

流刑制で遠流の6か国指定
●日本海側：隠岐・佐渡

■太平洋側（黒潮文化圏？）
土佐・伊豆・安房・常陸

901年菅原道真は大宰府

• 長男の高見公土佐介へ
兄弟は駿河・飛騨・播磨へ

• 日本で
2番目に
古い
天神様

潮江天満宮



２）935年：貫之と将門は同時代人

土佐国司の紀貫之

• 勅撰和歌集ひらがな
序文の若き頃の秀才は
晩年に土佐国司赴任

• 935年離任時は連日連夜
（送別）宴会が続く。。。

将門塚は三井物産本社隣地



２）1318年：土佐の南山文学（禅宗）

五台山吸江庵の開祖の無窓国師
1318年に土佐へ

津野村の義堂と中津

• 義堂周信は相国寺建立し、
建仁寺・南禅寺の住職に

• 絶海中津は、1368年（明治
維新500年前）明の寧波へ

1384年足利義満に鹿苑院の
僧録命じられる



２）1467年応仁の乱と一条氏

土佐一条教房のりふさ

元関白はなぜ土佐幡多荘
に？

（旧土佐中村市）幡多地方

• 今でも「大文字焼き」
土佐中村／幡多地方出身者
ジョン万次郎
幸徳秋水
吉田茂

• 最後の清流四万十川



２）長宗我部とサンフェリペ号

1585元親四国統一1600西軍 1596年スペイン船浦戸に漂着



２）山内家の藩経営：元親～一豊：8代は？

初代山内一豊・15代 第8代山内とよちかWHO？

•

1782年天明二年
大飢饉時に
幕府に10年間
▲10万石減禄を
申し入れて、許可
された。

山内豊雍（とよちか）

•

• 初代から

• 15代へ



３）ジョン万次郎と日本～米国
万次郎／土佐～米国へ
1827:中浜村に万次郎誕生

1829:武市半平太誕生

1836：坂本竜馬誕生

1837:乾（板垣）退助誕生

谷干城誕生

1838:後藤象二郎誕生

1841：万次郎（14歳）漂流救助

ﾊﾜｲ・ｸﾞｱﾑ・ｻﾓｱ・ﾀﾋﾁ・ﾌｨｼﾞｰ

1843～ﾌｪｱﾍﾌﾞﾝで学校へ

1846:大西洋～希望岬

1847:ﾊﾜｲ
1848:マニラから米国へ

日本と世界
1837:大塩平八郎の乱

モリソン号事件

1839：蛮社の獄

1840:阿片戦争
1845：浦賀に砲台

1848：米墨戦争



３）中浜万次郎と世界～日本
万次郎、世界を回って日本へ

1849:フェアヘブン帰航
南米周りでｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

1850：サンフランシスコ
ホノルル

1851:1月琉球

8月1日薩摩

9月19日長崎

1852年：7月高知城下
10月中浜

土佐藩士、『教授館』

1853年：6月ﾍﾟﾘｰ浦賀へ

万次郎が伝えたかった事

電気・電線・電報

ボイラー・蒸気機関

選挙・議会・市長・大統領

憲法・法律・裁判所

鉱山・ゴールドラッシュ
 1年365日・日曜休日・12カ月

 アルファベットと英語・学校



帰路は香港まで戻りイギリスの郵便船に
乗り換えて、アフリカのカイロへ、
そこで今度は汽車に乗り換えて、アレキサ
ンドリアへ、今度は船に乗り換えて地中海
を渡り、イタリアのトリエステへ、さらに
また汽車に乗り、ウィーン、ドレスデン、
ベルリンを経て、オランダのハーグへ、
最後もう一度船に乗り換えて、
ニューヨークに戻りました。
ウィーンやベルリンでは日本開国の功労者
として歓迎されましたが、日本との独占貿易を失った
オランダでは歓待されなかったそうです。３）ジョン万次郎と捕鯨

ペリーは日本が開港しない場合には付近の島を占領する様に命令を
受けており父島に寄港した際にはアメリカから移民していた住民
であるセーボレー一族から石炭貯蔵用の土地を購入し自治政府を
組織するよう助言している。



３）1961年：土佐勤王党

５．門田為之助 ９.坂本龍馬１．武市半平太設立



３）退助と象二郎

乾退助と1968慶応4年勝沼戦 後藤象二郎と1967大政奉還



３）西郷・木戸・板垣と立志社
開成館の三巨頭会談 1874年板垣退助立志社



３）鈴木商店/金子直吉と三菱

仁淀川 物部川




